
 

 

 
 

 

 

 

議会と市民活動団体（NPO）の関係って？  

例えば、子どもの支援や障害のある人には、様々な制度や補助があります。 

公的な制度でカバーできない部分は、NPO が担ったり、 

行政の事業を NPO が受託したりもしています。 

議員は市民と議会のつなぎ役。昨年は参加者の提案で、制度が一つ動きました。 

また、分野を超えて NPO や活動団体がつながるチャンス！ご参加お待ちしています。 

 































 

 



















 
 

★ 主  催：公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会 

★ 企画運営：NPO 法人 浜松 NPO ネットワークセンター（N-Pocket） 

★ 後  援：静岡県・静岡県労働金庫・一般社団法人 静岡県労働者福祉協議会 

★ 協  力：浜松男女共同参画推進協会、浜松子どもメディアリテラシー研究所、コラボりん湖西、六星 

※台風、集中豪雨が想定されるなど、やむを得ない理由により中止する場合があります。あらかじめご了承おきください。 

また開始・終了時刻が変更になる場合もありますので、最新情報は上記までお問い合わせください。  

 

対  象：NPO 法人、市民活動団体の関係者、行政関係者、一般市民 

■ 問合せ・申込み （認特）浜松 NPO ネットワークセンター（N-Pocket） 

Tel&Fax：053-445-3717  E-mail：info@n-pocket.jp   

氏名、E-mail/TEL、所属団体をお知らせください。 要申込、7/13〆切 

（公財）静岡県労働者福祉基金協会  

7 月 17 日（月・祝）13:30～16:30   

会場：浜松市福祉交流センター 大広間   

定員：40 名  資料代：500 円 

講師：神田 浩史さん 

（NPO 法人泉京・垂井 副代表、あどぼの学校運営委員） 

「困った、何とかして！」から、「この課題がこうなったらいいな！」と 

地域の課題を NPO と議員が一緒に解決していく道筋を考えます。 

 プレゼント講座とは 

<静岡ろうきん>からの配当金の一部を、県

内の労働組合が「社会貢献のため寄付（拠出）」

をした資金を基に実施する講座です。 

（公財）静岡県労働者福祉基金協会とは 

<静岡ろうきん>等が 1976 年に「勤労市民の福祉向上」をめざした 

財団として創設し、“教育・教養文化事業”、“調査研究事業”、“ライフサポ

ートセンターしずおか事業”、“社会貢献事業”等を行っています。 


